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長寿医療研究開発費 ２０２５年度 総括研究報告（総合報告） 

 

老化における Anisocytosis の生物学的意義と運動器疾患の予後に関する研究（２３－８） 

 

主任研究者 酒井 義人 国立長寿医療研究センター 整形外科部（部長） 

 

 研究要旨 

 高齢者における老化マーカーの探索において anisocytosis、すなわち血球大小不同が貧

血や血液疾患に非依存的に高齢者の ADL に関連していることを整形外科における臨床研

究結果から見出し、臨床応用をめざして縦断的臨床研究および生物学的意義の解明を求め

て動物実験、ゲノム解析を行った。臨床的には anisocytosis の指標となる赤血球容積分布

幅（red cell distribution width；RDW）の異常高値は骨格筋量減少と関連しており、縦断的

にも筋量減少及び姿勢異常や歩行機能悪化と関連していた。動物実験では高齢化による

RDW 上昇を認め、ヒト-マウスに共通して RDW の表現型と関連して遺伝子発現亢進が認

められた Ppp1r15a に対して、高齢マウス個体を用いた阻害剤の投与試験でもこれら赤血

球指標との関連傾向が認められた。本阻害剤による anti-senescence 効果が期待される。ま

たヒト GWAS によるゲノム解析結果では新たな SNP として、様々な生体ストレスによる

ｍRNA監視機構の活性制御機構に関わるSMG5のゲノム有意性が認められた。Anisocytosis

の新たな病態側面の解明が期待される。 

また RDW のマーカーとしての生物学的意義については、ヒト赤血球分布幅（RDW）の

関連遺伝子群（ゲノムワイド関連解析）と、ノックアウトマウスで異常な赤血球分布幅を

示す標的遺伝子の共通遺伝子として、PPP1R15A を同定した。高齢で健康なマウスと虚弱

なマウスとの骨髄細胞の比較では、虚弱マウス由来骨髄細胞で PPP1R15A 遺伝子発現が顕

著に亢進するとともに、老化遺伝子の発現も上昇していた。そこで、PPP1R15A の阻害剤

を加齢マウスに投与したところ、生存率が顕著に増加した。また、in vitro での赤芽球系の

コロニーアッセイを行ったところ、PPP1R15A の阻害剤の添加によりコロニー形成が増加

した。このことから、PPP1R15A 遺伝子が赤血球系に直接関与すること、また老化で発現

上昇に造血に影響を及ぼしている可能性を示した。 

ヒト RDW に関するゲノムワイド関連解析では、当センターバイオバンクに保存されて

いるジェノタイピングアレイデータを利用してゲノムワイド関連解析（GWAS）を立案

した。本研究の目的は RDW 高値に関わる機能的候補遺伝子の抽出を行うことにより、

RDW の生物学的意義、特に老化や炎症への関与メカニズムを解明することである。

RDW 高値の集団と RDW 低値の集団の間で統計的に有意な頻度差を示す遺伝子多型を網
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羅的に検索するとともに RDW の量的形質座位を同定する。これにより RDW 高値に関

わる感受性領域の同定を行うとともに、パスウェイ解析等により機能的候補遺伝子の抽

出を行う。 

  

 主任研究者 

  酒井 義人 国立長寿医療研究センター 整形外科部（部長） 

 分担研究者 

  渡邉 研 国立長寿医療研究センター 運動器疾患研究部（部長） 

  勝見 章 国立長寿医療研究センター 血液内科部（部長）、バイオリソース管理部

（副部長） 

 

 

 研究期間 ２０２３年４月１日～２０２６年３月３１日 

 

 

Ａ．研究目的 

臨床研究においては整形外科において高齢者運動器疾患データベースが構築されている利

点を生かし、当センターで取り扱う変形性脊椎症や関節症をはじめ、慢性疼痛疾患や神経障害性

疾患、骨粗鬆症性脆弱骨折などの治療経過をRDWの推移とともに縦断的に解析する。基礎研究

においては、ヒトゲノムワイド関連解析（GWAS）やマウスの系統的表現型解析から得られる数百に

上る関連・原因遺伝子群には、むしろ赤芽球分化との関与が知られていないものの方が多い。一

方で、多くの表現型において遺伝的関与は加齢とともに低下するにも関わらず、RDW の遺伝的

関与は 60 歳以上で高いことが報告されており、高齢者においてはその意味が増していると想定さ

れる。また、マウスの遺伝子欠損による表現型の系統的解析では、RDW が減少する表現型も 60

以上の遺伝子のノックアウトマウスで見出されており、老化や炎症へのRDW表現型の感受性に関

与することも示唆される。一方、PDW（platelet distribution width）も慢性炎症との関連が報告

されている。そのため血小板を加味することにより生物学的意義の精緻に繋がる可能性がある。こ

れまでにマウスにおける運動器疾患モデルでのRDWやPDWの血球パラメータの検討例はなく、

疾患の進行、程度、治癒の過程でのこれらの検討と、老化や炎症に関与する経路を見出すことで

生物学的意義を明らかにすることが目的である。またヒト検体を用いたゲノム研究も病態解明には

必須であり、バイオバンク保存の全ゲノムとジェノタイピングアレイデータを利用した GWAS を行い、

高 RDW における統計的に有意な遺伝子多型を網羅的に検索する。これにより RDW 高値に関

わる感受性領域の同定を行うとともに、パスウェイ解析等により機能的候補遺伝子の抽出も行う。 

本研究の目的は、加齢に伴う anisocytosis が高齢者の運動機能の回復閾値を表現する可能

性を探求するものであり、最終的には RDW がいかなる臨床的条件のもとその閾値としての効力を

発揮するか多変量解析を行うものである。そのための基盤研究として、RDW の生物学的意義、特
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に老化や炎症に関与する遺伝子、パスウェイ解析、老化動物モデルおよび運動器疾患モデルに

おける anisocytosis の解析、ヒト血液を用いたゲノムワイド関連解析が重要となる。国立長寿医療

研究センターにおける病院、ジェロサイエンス研究センター、メディカルゲノムセンターの連携によ

る共同研究で anisocytosis の病態解明と高齢者疾患治療への応用を目指す基盤研究とする。本

研究の目的は、加齢に伴う anisocytosisが高齢者の運動機能の回復閾値を表現する可能性を探

求するものであり、最終的には RDWがいかなる臨床的条件のもとその閾値としての効力を発揮す

るか多変量解析を行うものである。そのための基盤研究として、RDW の生物学的意義、特に老化

や炎症に関与する遺伝子、パスウェイ解析、老化動物モデルおよび運動器疾患モデルにおける

anisocytosis の解析、ヒト血液を用いたゲノムワイド関連解析が重要となる。国立長寿医療研究セ

ンターにおける病院、ジェロサイエンス研究センター、メディカルゲノムセンターの連携による共同

研究で anisocytosisの病態解明と高齢者疾患治療への応用を目指す基盤研究とする。 

 

 

Ｂ．研究方法 

 研究課題に対して倫理・利益相反委員会の承認を得て下記研究を行った。 

① 運動器疾患におけるanisocytosisに関する縦断研究（酒井） 

2019年 1月から 2021年 12月までに、同意を得て J-BINCに参加した 65歳以上の 3ヶ月以上

持続する、visual analogue scale (VAS)が 4以上の慢性腰痛患者 363例のうち、1年間の縦断

評価が可能であった 361例（平均 78.4±6.2歳、男 141例、女 220例）を対象として、慢性疼痛治

療により腰痛 VAS が 3 以下に改善した改善群と、しなかった非改善群につき臨床所見を比較し

た。体組成評価を全身二重エネルギー吸収法（DXA)により腰椎骨密度、上下肢骨格筋量、脂肪

量、四肢筋量を身長の二乗で除した骨格筋指数（skeletal muscle mass index; SMI）（kg/m2）、

体脂肪率を算出した。体幹筋量は MRI T2 横断像の L1/2 および L4/5 高位の両側腰部多裂筋

と脊柱起立筋の和で評価した。脊椎立位側面 X 線像での矢状面アライメントを腰椎前弯角

（lumbar lordosis; LL）、仙骨傾斜角（sacral slope; SS）、胸椎後弯角（thoracic kyphosis; TK）、

sagittal vertical axis（SVA）、骨盤傾斜角（pelvic tilt; PT）、pelvic incidence と LLの差（PI-

LL）で評価し、腰椎前後屈側面像で腰椎可動域（L-ROM）を評価した。終板変性はMRI T1およ

び T2でModic変化を評価し、腰椎すべりはMyerding I°以上をすべりありとした。また RDWを

含む血液生化学所見に加え、ビタミン D（25 OHD）の評価を CLIA 法で行った。2 群比較で

p<0.05 と有意差を認めたものを説明変数としたロジスティック回帰分析を行った。 

 

② RDWのマーカーとしての生物学的意義の検討（渡邉） 

１）運動器疾患モデルの作出 

1-1 卵巣摘出モデル 

エストロゲン欠乏性の骨粗鬆症を誘導する閉経後骨粗鬆症のモデルとして使用した。8 週齢

の C57BL/6N 系統のメスマウスに対し麻酔下で両側の卵巣を摘出(n=6)、対照群(n=6)は開
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腹縫合のみとした。術後、１週間毎に採血し血算を行った。 

1-2 膝関節 MIA 注入モデル 

モノヨード酢酸（monoiode acetate, MIA）を膝関節に注入し関節軟骨変性を誘導する変形

性関節症モデルとして使用した。8 週齢の C57BL/6N 系統のオスマウスに対し麻酔下で膝

関節腔に MIA（20 mg/mL）を 10 µL 注入(n=5)、対照群(n=5)には PBS を同量注入した。

術後、１週間毎に採血し血算を行った。 

1-3 加齢育成（エイジングファーム）マウス 

NCGG エイジングファームから加齢マウス（33 週齢）を得て血算および骨髄細胞の解析を

行った。 

２）マウス血算 

マウス尾部もしくは頬部より EDTA 採血を行い、多項目自動血液計測装置（POCH、シス

メックス社）により解析を行った。 

３）骨髄赤血球系の解析 

マウス大腿骨・脛骨の骨髄細胞を採取し、マウス表面抗原抗体 Ter-119 および CD71 を用

いて、FACS 解析を行った。また、Ter-119 標識 MACS ビーズを用いて MACS により赤芽

球系細胞の単離を行い、Q-PCR を行った。 

 

③ ヒトRDWに関するゲノムワイド関連解析（勝見） 

１．GWAS による高 RDW 感受性領域の同定：当センターバイオバンクに保存されている

Asian Screening Array(ASA)データ 11,138 例を利用して GWAS を行い、RDW high の集

団と RDW low の対照集団の間で統計的に有意な頻度差を示す遺伝子多型を網羅的に検

索し、RDW 高値に関わる感受性領域の同定を行う。 

２．候補バリアントの抽出：同定された感受性領域において最も強い関連を示したバリア

ント（リードバリアント）と連鎖不均衡（linkage disequilibrium, LD）にあるバリアント

を確認する。これに加えて対象領域における Bayesian Fine-mapping により原因変異で

ある事後確率の高いバリアントを抽出する。 

３． 候補バリアントの注釈・解釈：RDW 高値に関わる候補バリアント毎に非同義変異の関

連を統合する gene-based test を行い、候補遺伝子を同定する。 

４．同定した感受性領域の総合的解釈：GWAS の結果を用いたパスウェイ解析、タンパク質

の相互作用、論文データベース、データベースによるノックアウトマウスの表現型等の

情報により候補遺伝子についてスコアリングを行い、RDW 高値を来す機能的候補遺伝

子を抽出する。 

 

（倫理面への配慮） 

 患者を対象にした調査、臨床研究であり、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関す

る倫理指針」と「臨床研究法」を遵守して行う。臨床データの収集においては患者への口
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頭説明とホームページ上での同意撤回の機会（オプトアウト）を提供する。令和 5 年 3

月に国立長寿医療研究センター倫理・利益相反委員会の承認を得た。（「高齢者運動器疾

患における血液学的老化の評価」No.1688）（酒井） 

マウスモデル実験の実施においては、国立研究開発法人国立長寿医療研究センターの動物

実験指針等に則り、動物愛護上の配慮に留意し、動物実験倫理委員会の承認を得て行った。

（渡邉） 

ゲノムワイド関連解析に関する研究では、「ヘルシンキ宣言」、「臨床研究に関する倫理指

針」「疫学研究に関する倫理指針」並びに「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」

を遵守するとともに、文書によるインフォームド・コンセントの取得および倫理委員会にお

ける承認を得て実施した。（勝見） 

分析においては、参加者のデータをすべて集団的に解析し個々のデータの提示は行わ

ず、個人のプライパシーの保護に努める。データはインターネットに接続しないコンピュ

ータまたは記憶媒体に保存する。 

 

 

Ｃ．研究結果 

①  運動器疾患におけるanisocytosisに関する縦断研究（酒井） 

高齢者においてRDW≧15であるanisocytosisの状態では、経時的にみた骨格筋量の現象

と前傾姿勢の進行が明らかであった。またRDWを経時的に観察し、異常化を呈する要素

として高齢、男性、高RDW、低SMIがリスク因子であった。OVF保存治療患者における歩

行予後の縦断解析では、骨折後の歩行状態悪化要素として高齢、高RDW、認知症、腰痛の

持続がリスク因子であった。 

② RDWのマーカーとしての生物学的意義の検討（渡邉） 

 NCGG 実験動物施設エイジングファームから供給された月齢 24 ヶ月を超えたマウスにお

いて、後方視的に死亡マウスの死亡前計測時とそれまでの決算を比較すると、RDW、MCV

の増加、HCT、HGB の低下が特に良好群で顕著であった。老化マウスから採取した骨髄赤

芽球系細胞において、老化及び RDW の増加に伴って遺伝子発現量が増加する Ppp1r15a 遺

伝子に着目し、30 か月齢のオスマウスに Ppp1r15a 阻害薬、Sephin1 を週 2 回腹腔内投与し

てその影響について検討を行ったところ、MCV、RDW の増加も Sephin1 投与によって抑制

されていた。さらに、血小板に関する MPV、PDW、P-LCR といった指標も PBS 投与では増

加したが、Sephin1 投与で抑制された。 

③ ヒトRDWに関するゲノムワイド関連解析（勝見） 

 NCGG バイオバンクに保存されているジェノタイピングアレイデータを利用してゲノム

ワイド関連解析（GWAS）で、線形回帰により唆的有意性（P＜1x10−6）を示した新規座位を

示した SNP は SMG5 遺伝子上の rs12126696 と、SLC12A7 遺伝子上の rs56287436 であった。

15%をカットオフとするロジスティック回帰分析では、示唆的特異性を示す SNP として
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SMG5 遺伝子上の rs12126696 と LINC02359 遺伝子上の rs200803826 が検出された。 

 

 

Ｄ．考察と結論 

 Anisocytosis は老化との関連が示唆され、病態解明が期待されるが、臨床的な縦断的解析

が不十分であった。本課題における臨床研究では高 RDW 高齢者の骨格筋量の減少都市性以

上の進行が縦断的に確認された。また RDW 自体の縦断変化から、異常化のリスク因子が明

らかとなり、そのうち低骨格筋量が含まれていたことは興味深い知見であった。老化に関す

る運動器学では歩行自立、歩行状態の悪化が重要であり、anisocytosis と歩行予後に関する

縦断的解析により、骨粗鬆症性椎体骨折後という限定された条件であるが歩行機能の悪化と

RDW の関連も明らかとなった。Anisocytosis を運動器分野における老化マーカーとしての

有効性を示す研究成果であり、臨床応用に向けた長期縦断研究への期待が高まる。 

 また動物実験により高齢マウスにおける RDW 増加、赤血球減少が認められ、死亡と赤血

球指標の予後予測としての利用価値を見出すことができた。老化においてはヒト-マウスに

共通して RDW の表現型と関連して遺伝子発現亢進が認められた Ppp1r15a に対して、高齢

マウス個体を用いた阻害剤の投与試験でもこれら赤血球指標との関連傾向が認められた。

RDW と相関する赤芽球系で見出した遺伝子（Ppp1r15a）の発現亢進に抗する阻害剤につい

ての今後のさらなる研究成果が期待される。 

 ヒトにおける GWAS 結果では、変異遺伝子由来の mRNA を分解し、様々な生体ストレス

によるｍRNA 監視機構の活性制御機構に関わる SMG5 のゲノム有意性が認められ、新規性

の高い知見であった。 

   

 

Ｅ．健康危険情報 

なし 
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２）Norimitsu Wakao, Yoshihito Sakai, Naoaki Osada, Takaya Sugiura, Hiroki Iida, Yuto Ozawa, 
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Hiroyuki Tomita, Hiroyuki Koshimizu, Tetsuro Hida, Kenyu Ito, Atsushi Harada, Shiro 

Imagama. Association between postoperative neck pain and intraoperative transcranial motor-

evoked potential waveforms of the trapezius muscles in patients with cervical myelopathy who 

underwent cervical laminoplasty. Asian Spine J. 17(2); 330-337, 2023. 

４） Sadayuki Ito , Yoshihito Sakai, Kei Ando, Hiroaki Nakashima, Masaaki Machino, Naoki 

Segi, Hiroyuki Tomita, Hiroyuki Koshimizu, Tetsuro Hida, Kenyu Ito, Atsushi Harada, Shiro 

Imagama. Neck pain after cervical laminoplasty is associated with postoperative atrophy of 

the trapezius muscle. Nagoya J Med Sci. 2023 Feb;85(1):103-112. 

５）Norimitsu Wakao, Yoshihito Sakai, Tsuyoshi Watanabe, Naoaki Osada, Takaya Sugiura, Hiroki 

Iida, Yuto Ozawa, Kenta Murotani. Spinal pseudoarthrosis following osteoporotic vertebral 

fracture: prevalence, risk factors, and influence on patients’ activities of daily living 1 year after 

injury. Arch Osteoporos. 18(1); 45, 2023. 

６）Keitaro Kawai, Yoshiji Kato, Tadashi Ito, Kazunori Yamazaki, Jo Fukuhara, Yoshihito Sakai, 

Yoshifumi Morita.  Biological responses to local vibratory stimulation for the lower legs and 

lower back and criterion values based on sweep frequencies of healthy individuals: An 

observational study. Healthcare. 11: 2243, 2023. 

７）Tadashi Ito, Yoshihito Sakai, Keitaro Kawai, Kazunori Yamazaki, Hideshi Sugiura, Yoshifumi 

Morita. Proprioceptive reliance on trunk muscles for maintaining postural stability decreases in 

older patients with sagittal imbalance. Gait Posture. 105;1-5, 2023. 

８）Relationship between low back pain and physical function in children: A cross-sectional study. 

Tadashi Ito, Hideshi Sugiura, Sho Narahara, Kentaro Natsume, Daiki Takahashi, Koji Noritake, 

Kazunori Yamazaki, Yoshihito Sakai, Nobuhiko Ochi. PLOS ONE 18(11):e0293408, 2023. 

９）酒井義人 渡邉 剛 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 杉浦喬也 渡邉 研. 高齢者

の慢性腰痛における難治性に関わる因子の検討. J Spine Res. 14; 884-890, 2023. 

１０）酒井義人 若尾典充 松井寛樹 渡邉 剛 長田直祥 渡邉 研. 腰部脊柱管狭窄

症における黄色靱帯肥厚とインスリン抵抗性. J Spine Res. 14; 1184-1191, 2023. 

１１）Nakagawa N, Ishiyama K, Usuki K, Takada S, Tomikawa T, Handa H, Katsuoka Y, Hirano 

D, Sezaki N, Sumi M, Fujisawa S, Taniguchi Y, Mugitani A, Yoshimura T, Ohtsuka E, 

Takase K, Suehiro Y, Ota S, Kajiguchi T, Maeda T, Yamamoto M, Ohtake S, Katsumi A, 

Kiyoi H, Matsumura I, Miyazaki Y. Outcomes of transplant-eligible patients with 

myelodysplastic syndrome with excess blasts registered in an observational study: The 

JALSG-CS11-MDS-SCT. Ann Hematol. 2024; 103(1): 307-320. 

１２）Omura T, Katsumi A, Kawashima S, Naya M, Tokuda H. Prolonged COVID-19 

Infection in a Patient with Complete Remission from Follicular Lymphoma with 

Hyperosmolar Hyperglycemic Syndrome. Geriatrics (Basel). 2023; 12; 8(6): 110. 

１３）Usuki K, Ohtake S, Honda S, Matsuda M, Wakita A, Nawa Y, Takase K, Maeda A, 
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https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?sort=date&term=Imagama+S&cauthor_id=36923613
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?sort=date&term=Imagama+S&cauthor_id=36923613
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Sezaki N, Yokoyama H, Takada S, Hirano D, Tomikawa T, Sumi M, Yano S, Handa H, 

Ota S, Fujita H, Fujimaki K, Mugitani A, Kojima K, Kajiguchi T, Fujimoto K, Asou N, 

Usui N, Ishikawa Y, Katsumi A, Matsumura I, Kiyoi H, Miyazaki Y. Real-world data of 

AML in Japan: results of JALSG clinical observational study-11 (JALSG-CS-11). Int J 

Hematol. 2024; 119(1): 24-38. 

１４）Usuki K, Ohtake S, Honda S, Matsuda M, Wakita A, Nawa Y, Takase K, Maeda A, 

Sezaki N, Yokoyama H, Takada S, Hirano D, Tomikawa T, Sumi M, Yano S, Handa H, 

Ota S, Fujita H, Fujimaki K, Mugitani A, Kojima K, Kajiguchi T, Fujimoto K, Asou N, 

Usui N, Ishikawa Y, Katsumi A, Matsumura I, Miyazaki Y, Kiyoi H. Real-world data of 

MDS and CMML in Japan: results of JALSG clinical observational study-11(JALSG-CS-

11). Int J Hematol. 2024; 119(2): 130-145. 

１５）Notoh H, Yamasaki S, Suzuki N, Suzuki A, Okamoto S, Kanematsu T, Suzuki N, Katsumi 

A, Kojima T, Matsushita T, Tamura S. Basement membrane extract  potentiates the 

endochondral ossification phenotype of bone marrow-derived mesenchymal stem cell-

based cartilage organoids. Biochem Biophys Res Commun. 2024; 701: 149583. 

１６）Suzuki A, Suzuki N, Kanematsu T, Okamoto S, Suzuki N, Tamura S, Kikuchi R, 

Katsumi A, Kojima T, Matsushita T. Variability in combinations of APTT reagent and 

substrate plasma for a one-stage clotting assay to measure factor VIII products. Int J Lab 

Hematol. 2024; 46(4): 705-713. 

１７）勝見 章 高齢者の貧血.medicina 2023; 60(9): 1423-1428. 

１８）勝見 章 がん関連心機能障害（CTRCD）の最近の動向.日本血栓止血学会誌 

2023; 34(5): 566-571. 

  

２０２４年度 

 １）Hiroki Iida, Yasuhiko Takegami, Yoshihito Sakai, Tsuyoshi Watanabe, Yusuke Osawa, Shiro 

Imagama. Early  surgery within 48 hours of admission for hip fracture did not improve 1-year 

mortality in Japan: a single-institution cohort study. HIP Int. 11207000241248836, 2024. 

 ２）Kazunori Yamazaki, Yoshihito Sakai, Tadashi Ito, Jo Fukuhara, Yoshifumi Morita. Percentage 

of decline in individual proprioceptors in older adults. J Phys Ther. 36;492-497, 2024. 

 ３） Yoshihito Sakai, Yoshifumi Morita, Keitaro Kawai, Jo Fukuhara, Tadashi Ito, Kazunori 

Yamazaki, Tsuyoshi Watanabe, Norimitsu Wakao, Hiroki Matsui. Targeted vibratory therapy 

as a treatment for proprioceptive dysfunction: Clinical trial in older patients with chronic low 

back pain. PLOS ONE 19(7); e0306898, 2024. 

４）Yoshihito Sakai, Norimitsu Wakao, Hiroki Matsui, Naoaki Osada, Tsuyoshi Watanabe, Ken 

Watanabe. Insulin resistance as a risk factor for flavum hypertrophy in lumbar spinal stenosis. 

Spine Surg Relat Res. 8(6): 583-90, 2024. 
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  ５）Nara R, Notoh H, Sasaki T, Tsukiji N, Shirai T, Kamata A, Suzuki N, Suzuki A, Okamoto S, 

Kanematsu T, Suzuki N, Katsumi A, Kojima T, Suzuki-Inoue K, Matsushita T, Tamura S. 

PDPN/CLEC-2 axis modulates megakaryocyte subtypes in a hematopoietic stem cell-

regulating megakaryocyte-dominant manner. Thromb Res..2025; 245: 109230. 

  ６）Ohara F, Suzuki A, Suzuki N, Kanematsu T, Okamoto S, Tamura S, Kiyoi H, Matsushita T, 

Katsumi A. Newly diagnosed multiple myeloma with bleeding and coagulation abnormalities 

caused by a thrombin-inhibiting substance. Int J Hematol. 2024; 120(6): 743-749. 

  ７）Suzuki A, Suzuki N, Kanematsu T, Okamoto S, Suzuki N, Tamura S, Kikuchi R, Katsumi 

A, Kojima T, Matsushita T. Variability in combinations of APTT reagent and substrate 

plasma for a one-stage clotting assay to measure factor VIII products. Int J Lab Hematol. 

2024; 46(4): 705-713. 

  ８）Okamoto S, Suzuki A, Tamura S, Suzuki N, Kanematsu T, Suzuki N, Kawaguchi Y, Katsumi 

A, Hayakawa F, Kiyoi H, Kojima T, Matsushita T. Misleading antigenic von Willebrand 

factor levels in acquired von Willebrand syndrome secondary to monoclonal gammopathy of 

undetermined significance. Int J Hematol. 2025 ;121(1): 131-136. 

 ９）Shigemizu D, Fukunaga K, Yamakawa A, Suganuma M, Fujita K, Kimura T, Watanabe K, 

Mushiroda T, Sakurai T, Niida S, Ozaki K. The HLA-DRB1*09:01-DQB1*03:03 haplotype 

is associated with the risk for late-onset Alzheimer’s disease in APOE ε4–negative Japanese 

adults. NPJ Aging 3, 2024. 

２０２５年度 

 １）Yoshihito Sakai, Tsuyoshi Watanabe, Norimitsu Wakao, Hiroki Matsui, Naoaki Osada, Yui 

Adachi, Yosuke Takeichi, Akira Katsumi, Ken Watanabe. Clinical factors contributing to 

age-related gait dysfunction in older adults. Geriatric Orthop Surg Rehabil. 16: 1-9, 2025. 

 ２）Yoshihito Sakai, Tsuyoshi Watanabe, Hiroki Matsui, Naoaki Osada, Yui Adachi, Yosuke 

Takeichi, Akira Katsumi, Ken Watanabe. Factors related to the prognosis of chronic low 

back pain in older adults. Physical Therapy. 105(11); pzaf123, 2025. 

３）Ishii KA, Hashimoto R, Umeda C, Hosoyama T, Watanabe K. An in vitro model to study 

molecular pathogenesis of sarcopenia established by a SASP-dependent human myotube 

culture. PLoS One 20(7): e0326968. 

４）Notoh H, Tsukiji N, Takashima H, Sugimori H, Nara R, Kamata A, Hayakawa H, Suzuki N, 

Suzuki A, Okamoto S, Kanematsu T, Katsumi A, Kojima T, Matsushita T, Suzuki-Inoue K, 

Tamura S. Spatiotemporal dynamics and ossification of podoplanin-positive cells in the 

developing femur. Sci Rep 2026 in press. 

５）Okamoto S, Tamura S, Suzuki A, Suzuki N, Kanematsu T, Suzuki N, Tomita M, Hayakawa 

F, Katsumi A, Kiyoi H, Kojima T, Matsushita T. von Willebrand factor-T441N, a novel 

missense variant in the von Willebrand factor D2 domain, exhibits impaired multimerization 
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and deformed Weibel-Palade bodies. J Thromb Haemost. 2026; 24(2): 483-497. 

６）Matsui, Y Katsumi A, Tanaka K, Ohara F, Motegi K, Abe A, Tamura S, Yamamoto K, 

Matsushita T, Adachi M, Nagata Y and Hasegawa M.  A case of primary cutaneous diffuse 

large B-cell lymphoma, leg type with MYC rearrangement and high BCL2 protein 

expression due to trisomy 18. Nagoya J of Med Sci. 2025; 87(3): 582-589. 

７）Takasaki M, Omura T, Kamihara T, Sugimoto T, Tanaka K, Motegi K, Katsumi A, Tokuda 

H. Copper Deficiency Anemia in Older Adults. Geriatr Gerontol Int. 2025; 25(11): 1639-

1641. 

８）Venetoclax と azacitidine の併用療法が奏効した BCR::ABL1 融合を伴う急性骨髄性

白血病 茂木 健太, 勝見 章  臨床血液 2025 年 66 巻 3 号 p. 184-188. 

 

 ２．学会発表 

 ２０２３年度 

 １） 酒井義人 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 渡辺 研. 高齢者慢性腰痛の予後に関

わる因子の検討. 第 52 回日本脊椎脊髄病学会 2023.4.13-15. 札幌 

２）酒井義人 渡邉 剛 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 金子怜奈. 高齢者慢性腰痛

における骨格筋減少. 第 96 回日本整形外科学会学術総会 2023.5.10-14. 横浜 

３）酒井義人 渡邉 剛. 固有感覚を応用した高齢者腰痛治療. 第 60 回日本リハビリテ

ーション医学会 2023.6.29.-7.1. 福岡. 

４）酒井義人 渡邉 剛 松井寛樹. Anisocytosis と骨密度、骨格筋量、姿勢異常の関連. 

第 25 回日本骨粗鬆症学会 2023.9.30. 名古屋 

５）酒井義人 固有感覚機能診断の腰痛への応用（招待講演）. 第 50 回日本臨床バイオ

メカニクス学会 2023.11.11. 姫路 

６）酒井義人 渡邉 剛 若尾典充 松井寛樹 長田直祥. 骨格筋と腰痛（招待講演）. 

第 31 回日本腰痛学会 2023.12.2. 徳島 

７）酒井義人 加齢と老化－高齢者はなぜ歩けなくなるのか？－（招待講演）第 44 回 臨

床歩行分析学会 2024.3.2. 名古屋 

８）高浸透圧性高血糖症候群で発症し COVID-19 遷延感染を呈した完全寛解中の濾

胞性リンパ腫の１例.  岡崎洋樹，大村卓也，川嶋修司，南谷昌弘，小原史也，勝

見章，徳田治彦  第 252 回日本内科学会東海地方会 2024 年 2 月 18 日、岐阜 

９）地域在住中高年者における貧血と全死亡リスクとの関連. 勝見 章、丹下智香

子、藤井志保、小原史也、伊藤美由紀、下方浩史、西田裕紀子、大塚 礼. 第

85 回日本血液学会学術集会 2023 年 10 月 15 日、東京 

１０）学術推進(SPC)シンポジウム：Cancer therapy-related cardiovascular toxicity (CTR-

CVT)（口演）勝見 章 第 45 回日本血栓止血学会学術集会 2023 年 6 月 15

日、北九州 
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 ２０２４年度 

 １）酒井義人 松井寛樹 竹市陽介 長田直祥. 加齢による歩行機能障害に寄与する脊椎

関連因子（主題）第 53 回日本脊椎脊髄病学会 2024.4.18-20. 横浜 

 ２）酒井義人 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 渡邉 剛 杉浦喬也 渡邉 研. 腰部

脊柱管狭窄症における黄色靱帯肥厚とインスリン抵抗性（JSSR 関連学会受賞セッション） 

第 53 回日本脊椎脊髄病学会 2024.4.18-20. 横浜 

 ３）酒井義人 サルコペニアと高齢者の慢性疼痛（教育研修講演）第 97 回日本整形外

科学会学術総会 2024.5.23-26. 福岡 

４）酒井義人 黄色靱帯を科学する―腰部脊柱管狭窄症の新しい治療を目指して―（教育研

修講演） 第 143 回北海道整形災害外科学会 2024.6.8.-6.9. 旭川 

５）酒井義人 渡邉 剛 松井寛樹 長田直祥 足立 惟 竹市陽介. 高齢者の歩行機

能低下と骨格筋の質 -Muscle Quality- 第 66 回日本老年医学会 2024.6.13-15. 名古屋 

６）酒井義人 渡邉 剛. 高齢者の腰痛における骨格筋の量と質. 第 61 回日本リハビリテ

ーション医学会 2024.6.13.-6.16. 東京 

７）酒井義人 高齢者の腰痛とサルコペニア（シンポジウム）第 32 回日本腰痛学会

2024.10.26. 幕張 

８）能藤日向子、山崎智司、鈴木伸明、岡本修一、鈴木敦夫、兼松 毅、鈴木奈瑠子、勝

見 章、小嶋哲人、松下 正、田村彰吾  マウス骨幹骨髄におけるポドプラニン陽性

間質細胞の時空間的変遷の解明 第 46 回日本血栓止血学会学術集会 2024 年 6 月 13

日、金沢 

９）小原史也、勝見 章、鈴木伸明、兼松 毅、鈴木敦夫、田村彰吾、清井 仁、松下 

正 トロンビン阻害物質による出血傾向と凝固異常を伴う初発多発性骨髄腫の一例 第

86 回日本血液学会学術集会 2024 年 10 月 11 日 京都 

１０）能藤日向子、奈良陸斗、山崎智司、鈴木伸明、岡本修一、鈴木敦夫、兼松毅、鈴木

奈瑠子、勝見 章、小嶋哲人、松下正、田村彰吾 生後早期マウス骨幹に存在する PDPN

陽性間質細胞の時空間的極材解析 第 86 回日本血液学会学術集会 2024 年 10 月 13 日 

京都 

 

 ２０２５年度 

 １）酒井義人 渡邉 剛 松井寛樹 長田直祥 足立 惟 竹市陽介. 高齢者の歩行機

能低下に関わる新しい骨格筋指標 -Muscle Quality- 第 98 回日本整形外科学会学術

総会 2025.5.22. 東京 

 ２）酒井義人 渡邉 剛. 高齢者の骨粗鬆症性椎体骨折後の歩行予後と対策. 第 62 回

日本リハビリテーション医学会 2025.6.12. 京都 

  ３）酒井義人 渡邉 剛 松井寛樹 長田直祥 足立 惟 竹市陽介 勝見 章 渡
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邉研.  Anisocytosis とサルコペニア ―骨粗鬆症性椎体骨折患者の縦断評価から― 

第 67 回日本老年医学会 2024.6.13. 名古屋 

  ４）酒井義人 渡邉 剛 松井寛樹 佐藤 良 竹市陽介 足立 維. 骨粗鬆症性椎

体骨折後の腰痛遺残の要因―入院保存加療の縦断データから―（主題）第 33 回日

本腰痛学会 2025.10.10. 富山 

  ５）勝見 章，鈴木 敦夫，小原 史也，鈴木 伸明，兼松 毅，岡本 修一，田村 彰

吾，清井 仁，松下 正. トロンビン阻害による出血傾向を伴った多発性骨髄腫の

一例. 第 47 回日本血栓止血学会 2025/06/27-6/29 名古屋 

    ６）早川 晴雪，伊藤 依理，鈴木 伸明，岡本 修一，鈴木 敦夫，兼松 毅，鈴木奈瑠

子，勝見 章，小嶋 哲人，松下 正，田村 彰吾. F8 イントロン 22 逆位と X 染色

体不活性化偏重に起因する女性血友病 A の一症例. 第 47 回日本血栓止血学会 

2025/06/27-6/29 名古屋 

    ７）中榮 輝海，山崎 智司，鈴木 伸明，岡本 修一，鈴木 敦夫，兼松 毅，勝見 

章，小嶋 哲人，松下 正，田村 彰吾. 先天性血栓性素因となる Protein S-V87L の
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

 １．特許取得 

   なし 
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 ２．実用新案登録 

   なし 

 ３．その他 

   なし 

 

 




